
        嚶鳴協議会規約 

 

（目的） 

第１条 ふるさとの先人を活かしたまちづくり、人づくり、心そだてに取り組んでい

る自治体が力を合わせ、「嚶鳴広場」（東海市芸術劇場内）を情報発信の拠点と

して、その取り組みを全国へ発信するとともに、現在、各地域が抱える課題に対

して知恵を出し合い、先人の志と行動力に学ぶ元気な地方の交流を図ることを目

的とする。 

（設置） 

第２条 前条の目的を達成するため、嚶鳴協議会（以下、「協議会」という。）を設

置する。 

（事業） 

第３条 協議会は、次の事業を行う。 

 情報発信、交流会議等の開催 

 情報発信、交流に必要な広報活動 

 研修会等の実施  

 その他目的達成のために必要な事業 

（組織） 

第４条 協議会は、第１条の目的に賛同する自治体で組織する。 

（委員） 

第５条 協議会の委員は、前条に規定する自治体の首長とする。 

（役員） 

第６条 協議会に次の役員を置く。 

  会 長  １名 

  副会長  １名 

  理 事  若干名 

  監 事  ２名 

２ 役員は、会議において選任する。 

（役員の任期） 

第７条 役員の任期は１年とする。ただし、欠員が生じた場合は前任者の残任期間と

する。                



２ 役員は、再任することができる。 

（役員の任務） 

第８条 会長は、協議会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 

３ 理事は、会務にあたる。 

４ 監事は、会計に関する一切の事務を監査する。 

（会議） 

第９条 協議会の目的を達成するため、毎年度１回若しくは必要あるとき、会長の招

集により会議を開催し、次の事項を付議する。 

  事業計画並びに収支予算に関する事項 

  事業報告並びに収支決算に関する事項 

  規約の改廃に関する事項 

  その他必要な事項 

２ 会議を召集する暇がない場合は、前項の事項の決定を文書によって行うことがで

きる。 

（経費） 

第１０条 協議会の実施する事業に要する経費は、負担金、補助金、その他の収入を

もって充てる。 

（年度） 

第１１条 事業年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（負担金） 

第１２条 協議会の負担金は、５万円とする。 

（事務局） 

第１３条 協議会の事務局は、東海市教育委員会に置く。 

（雑則） 

第１４条 この規約に定めるもののほか、必要な事項については、会長が会議に諮っ

て定める。 

 

１ この規約は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規約の施行後、最初に選任される役員の任期は、第７条第１項の規定にかか

わらず、平成２９年３月３１日までとする。 


